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　モンゴルゴビ砂漠に分布する上部白亜系Bayanshiree層からは様々な脊椎動物化石が報告されている

(Shuvalov, 2000)．Bayanshiree層の最下部層の玄武岩からは101～92Maの年代値が報告されている

(Shuvalov, 2000)．一方，Bayanshiree層上部層準は，コニアチアン～サントニアンの軟体動物化石が報告さ

れている(Shuvalov, 2000)．しかしこれらの年代幅は大きく，また鍵層も報告されていない．そこで本研究で

は，比較的地層の連続性がよいKhongil Tsavを対象に，岩相層序と砕屑性ジルコンを用いたU-Pb年代測定か

ら，Bayanshiree層形成時の古環境を明らかにする． 

 

　Khongil Tsavで認められる地層は，下位よりUnit1およびUnit2に区分できる．Unit1では層厚0.1m～4.0mの

粗粒～細粒砂岩と層厚0.2m～2.0mの塊状泥岩が認められ，砂岩にはトラフ型斜交層理とリップル葉理が認め

られる．Unit2では層厚0.2m～7.5mの粗粒～細粒砂岩と層厚0.1m～1.0mの塊状泥岩が認められ，砂岩にはト

ラフ型斜交層理とリップル葉理が認められる．また，Unit2最下部では，層厚4.0m～7.5mの赤色泥岩が認めら

れる．これらの堆積相から，Bayanshiree層は河川堆積物であると考えられる．Unit1では約

3.0m～6.0m，Unit2下部では約5.0m～10.0mの上方細粒化が認められることから，この河川はUnit1から

Unit2に向かって大型化したと考えられる．さらに，Unit2最下部の赤色泥岩層は南東に向け層厚が薄くなって

いる．この地層の側方変化は，堆積場における沈降を示唆する．このことは，河川の流下方向がUnit1で北

西，Unit2下部で南西に変化することと調和的である． 

　層準の異なる26試料の測定を行った結果，最若年代は試料間で大きな違いはなく，120～130Maという年代

幅を示す．これらの年代値は，化石から推定されている地質年代よりも有意に古いが，モンゴル周辺において

120Ma以降にジルコン形成を伴うような酸性火成活動がなかったことと調和的である（Yarmolyuk et al.,

2015）．一方，年代ヒストグラムの結果から，本試料中の砕屑性ジルコン

は，(1)120～130Ma，(2)170～380Ma，(3)400～540Ma，(4)750～2000Maの４つのグループに区分され

る．これらの特徴は，他の化石産出地であるBayanshireとBayshin TsavのBayanShiree層からも確認されるこ

とから，Bayanshiree層堆積時，後背地からの砕屑物質の供給源に大きな変化がなかったことが示唆され

る．また，(4)のグループに注目すると，白亜紀アジア大陸の古地理図の観点からその供給源の候補としてシベ

リアクラトンが挙げられる（Priyatkina et al., 2016）．白亜紀以降モンゴルとシベリアクラトンの位置関係は

あまり変わらない．したがって，Bayanshiree層が堆積した河川域は，モンゴルからシベリアクラトンに及ぶ

約6,000,000km²の大規模河川域であった可能性がある．
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